
様式第二号の八（第八条の四の五関係）
（第１面）

産業廃棄物処理計画書

年 6 月 1 日

（あて先）　姫路市長

提出者
　住　所

兵庫県姫路市別所町別所982

　氏　名　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）
友善生コンクリート株式会社
代表取締役社長　道岡　史明

　電話番号
079-252-8880

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事　　業　　場　　の　　名　　称

事　 業　 場　 の　 所　 在　 地

計　　　　画　　　　期　　　　間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本工業規格　Ａ列４番）

2023

友善生コンクリート株式会社(本社工場)

兵庫県姫路市別所町別所982

2023年4月1日から2024年3月31日まで

窯業・土石製品製造業

　11億円

　25人

④　産業廃棄物の一連
　　 の処理の工程

③　従　  業　  員    数

②　事　業　の　規　模

①　事　業　の　種　類

別紙の通り（会社概要、組織図、図-1、図-2）



（第２面）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

別紙の通り（会社組織図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　【前年度（ 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

（管理体制図）

8080

（これまでに実施した取組）
前年同様納入現場と連絡を密にとり、発注の際に残コンが出ないようにしてもらい
ましたが、現場都合による持ち帰り及び残コンが多く発生し、排出総量前年比約
20％増。

産業廃棄物の種類

　【目　　標】

汚泥

前年同様現場と連絡を密にし残コンの発生を抑え、多量に発生する場合は現場に
て処理をお願いする。
打合せ段階で今までより徹底した管理を行い、前年比約20％の削減目標。

産業廃棄物の種類

排　　　出　　　量

コンクリートくず

①現状

②計画

排　　　出　　　量 500

コンクリートくず

6500

①現状

795

2022

汚泥

②計画

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（今後実施する予定の取組）




（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

　【前年度（　　 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　【前年度（    年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

②計画

　【目　　標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行っ
た産業廃棄物の量

①現状

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

コンクリートくず 汚泥

0 0

（これまでに実施した取組）


自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

（今後実施する予定の取組）


①現状

産業廃棄物の種類

自ら中間処理により減
量した産業廃棄物の量

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）

②計画

　【目　　標】

産業廃棄物の種類

自ら中間処理により減
量する産業廃棄物の量

（今後実施する予定の取組）



（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

　【前年度（　　 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　【前年度（ 2022 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

795

①現状

産業廃棄物の種類 ｺﾝｸﾘｰﾄくず

全処理委託量 8080

汚泥

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行っ
た産業廃棄物の量

795

（これまでに実施した取組）

①現状

②計画

　【目　　標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

納入現場と連絡を密にとり、注文の際に残コンが出ないようにしてもらう。

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者へ
の処理委託量

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う業
者への処理委託量

8080



（第５面）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者へ
の処理委託量

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う業
者への処理委託量

6500 500

汚泥

（今後実施する予定の取組）
前年同様現場と連絡を密にし残コンの発生を抑え、
多量に発生する場合は現場にて処理をお願いする。
打合せ段階で今までより徹底した管理を行う。

※事務処理欄

②計画

　【目　標】

産業廃棄物の種類 ｺﾝｸﾘｰﾄくず

全処理委託量



1． 会社概要

（1） 会社名 友善生コンクリート株式会社

（2） 資本金 1,000万円

（3） 従業員 25　名

2． 当該事業場において現に行っている事業の概要

（1） 製造品出荷 11億円/年

（2） 製造概要 生コンクリート製造
　

2022年度生産量　 50,000ｍ3/年

（3） 製造工程図 図-1参照

（4） 工場配置図 図-2参照

（5） 事業展望 景気動向によるが需要は減少傾向にある。

（6） 産業廃棄物処理方法 地方自治体より認可を受け、契約書を交わした次の業者に依頼する。

収集運搬業者　 株式会社　キョウドウ

処分業者 株式会社　キョウドウ

処分場所の住所 姫路市飾磨区中島相生梅2034番地他85筆

（7） 連絡先 友善生コンクリート株式会社(本社工場)技術部 電話　　079-252-8880

3． 計画内容及び期間

2023年4月1日～2024年3月31日

前年同様、現場と連絡を密にし残コンの発生を抑える為の打設計画を
実施してもらい、それでも多量に発生する場合は現場にて処理をお願いする。
打合せ段階で今までより徹底した管理を行う。



友善生コンクリート(株)　組織図
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▽
AE3　混和剤ﾀﾝｸ

新日鐵　　ＢＢ 海砂　中砂 ﾁｭｰﾎﾟｰﾙEX60

住友大阪　BB 1505　砕石

▽
C3　ｾﾒﾝﾄｻｲﾛ

▽
S3　骨材ｻｲﾛ

▽ Ｇ3　骨材ｻｲﾛ

住友大阪　Ｈ 予備　砕石

▽
C5　ｾﾒﾝﾄｻｲﾛ

▽
AE5　混和剤ﾀﾝｸ

住友大阪　Ｈ ﾁｭｰﾎﾟｰﾙHP-11

▽
C4　ｾﾒﾝﾄｻｲﾛ

▽ ▽
AE4　混和剤ﾀﾝｸ

宇部三菱　L Ｇ4　骨材ｻｲﾛ ﾌﾛｰﾘｯｸSF500S

○

▽
Ｃ1　ｾﾒﾝﾄ

▽
Ｓ1　細骨材

▽
Ｇ1　粗骨材

○ ○

▽
AE6　混和剤ﾀﾝｸ

○ ◇ ◇ ○ ﾚｵﾋﾞﾙﾄSPﾞ8SV

Ｇ2　粗骨材

▽
Ｗ1　地下水

貯蔵ﾋﾞﾝ 貯蔵ﾋﾞﾝ 貯蔵ﾋﾞﾝ 貯蔵ﾋﾞﾝ

○ ○ ○

□
貯蔵ﾋﾞﾝ 貯蔵ﾋﾞﾝ

○

▽
Ｃ3　ｾﾒﾝﾄ

▽
Ｓ3　細骨材

▽
Ｇ3　粗骨材

貯蔵ﾋﾞﾝ 貯蔵ﾋﾞﾝ 貯蔵ﾋﾞﾝ

▽
Ｗ2　上澄水

貯蔵ﾋﾞﾝ 貯蔵ﾋﾞﾝ 貯蔵ﾋﾞﾝ 貯蔵ﾋﾞﾝ
▽

Ｃ2　ｾﾒﾝﾄ
▽

Ｓ2　細骨材
▽

購入者

残コン

図－１　　　製造工程図

○ 運搬 ◇ 製品検査 荷卸し

○

○ ﾄﾗｯｸｱｼﾞﾃｰﾀ積込 ◇ 工程検査（実測検査）

□ □ □ □

▽
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▽
Ｇ4　粗骨材



 前
 面
 道
 路
6.5
 ｍ
 幅

ﾎﾟｿﾞﾘｽ№70

ﾌﾛｰﾘｯｸＳV10

ﾎﾟｿﾞﾘｽ15S

ﾌﾛｰﾘｯｸSF500Ｓ
ﾚｵﾋﾞﾙﾄﾞSP8SV

Ｃ2住友大阪Ｎ

Ｃ3新日鐵ＢＢ

Ｃ4予　備

Ｃ5住友大阪Ｈ

敷地面積 　:　8，000ｍ2

駐車場 　:　大型車　16台

　　 中型車　5台

　　 小型車　7台

Ｇ3（1505）

出入口 残コン
処理施設

洗車設備

回収水槽

駐車場

回収水槽

事務所
試験室

計量器
ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ

プラント

休憩室

Ｓ2（中砂）

Ｓ1（粗砂）

受材
ホッパー

N　　

図-2　工場配置図

従業員駐車場

駐車場
Ｇ2（4020）

Ｇ1（1505）

Ｓ3（粗砂） 　:　敷地境界線

機械室
地下水槽

Ｇ4（2015） 計
量
室

給油所Ｃ1宇部Ｎ


